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                            2011 年 10 月 

情報ご担当者様                             株式会社 山田養蜂場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 山田養蜂場（本社：岡山県苫田郡鏡野町 社長：山田 英生）は、豊かな自然環境を次世代
へ引き継ぐ活動、開発途上国に対する自立支援活動の一環として、1999 年からネパールで植樹活動を
毎年実施してきました。 

13 回目となる今年度も、現地の方々と協力して、ネパールで約 50,000 本の植樹を行います。一般の
方からのボランティア参加者を募集中です。 

 

 

 

 

 

 

株式会社 山田養蜂場 広報室 木村、坂本、寺田 

〒708-0393 岡山県苫田郡鏡野町市場 194 

TEL:0868-54-1906（月～金 9:00～17:30、土日祝除く） 

FAX:0868-54-3346   http://www.3838.com 

本リリースに関するお問い合わせ 

【ネパール植樹ツアー 詳細】   

◆期   間：2011 年 11 月 24 日（木）～11月 28日（月） ※3泊 5 日（機中一泊） 

◆旅行代金：198,000 円 

※燃油サーチャージ（目安 39,000 円、9月 20 日時点）、空港諸税等（約 5,300 円）、 
 ビザ申請（目安 4,000 円）が別途必要となります。 

◆申込締切：2011 年 10月 31 日（月）  

植樹ボランティア参加者 大募集 ！ 

「山田養蜂場 ネパール植樹ツアー」 

写真：ネパールで現地の方と植樹する弊社従業員 
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■植樹指導は、横浜国立大学名誉教授 藤原一繪(かずえ)先生（※１） 

■燃料や建材として販売できる木、実のなる木など、生活のために必要な樹種を植樹 

 

 

 

 

 

 

 

ツ ア ー 概 要 
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※１．藤原 一繪先生 プロフィール 

1944 年生まれ。横浜国立大学卒業。フランス中央研究機関（CNRS）、給費研究員（リール大学）、横浜

国立大学環境科学研究センター助手などの経歴をもつ。現在、横浜国立大学名誉教授、横浜市立大学特

任教授。宮脇 昭先生と共に国内外での森作りを指導。 

著書に「混源植物」「環境問題を考える」（共著）「東南アジアの植物と農林業」（共著）「日本植生誌」

全 10 巻（共著）など 

 

 

※２．シャム氏 プロフィール 

シャム・バハドゥル・ダンゴル氏（SHYAM BAHADUR DONGOL） 

1958 年 8 月 1 日生まれ。トリブバン大学教育学部、地理学部を卒業。 

日本語教師協会（ＪＡＬＴＡＮ）２００３年１２月から２００６年３月まで会長、現在は相談役（ボードメ

ンバー）。ふるさと日本語学校校長、日本語教師。 

ネパール国内における教育普及活動、自然保護活動、学費の資金提供、文房具や衣類を届ける活動、植樹活

動など、日本語学校経営からの収入を使い、ボランティアとして様々な活動を行っています。 

 

 

ネパールでの植樹活動の経緯 

補 足 内 容 
 

■過去実績 

植樹年度 植樹本数 

1999 年 700本 

2000 年 15,000本 

2001 年 35,000本 

2002 年 30,000本 

2003 年 50,000本 

2004 年 44,000本 

2005 年 10,000本 

2006 年 13,654本 

2007 年 17,234本 

2008 年 21,000本 

2009 年 50,660本 

2010 年 50,000本 

合計 337,248本 

 

 

 

 

ネパールのカトマンズで開催された第 4 回アジア
養蜂研究協会大会（1998 年 3 月）に、弊社代表の山
田が出席しました。その時、ネパールの人々の生活
や、豊かな自然環境が破壊されている実情を視察し、
自分たちのできる範囲で、何か協力ができないかと
考えたことがきっかけです。 

 

弊社は通信販売を主軸としておりますが、企業活
動を継続していく上で、紙の消費を避けられないの
が現状です。豊かな自然環境とともに歩む養蜂業を
起源とする組織として、再生可能な資源の植樹活動
は当然なすべき使命と捉え、この植樹計画が始まり
ました。 

当初、弊社の紙の年間使用量を計算したところ、
概算で年間 1500 トン使用していることがわかりま
した。これから換算して、年間 3000 本以上の木を毎
年植えていく必要があると考えました。養蜂大会を
通じてお付き合いが始まった日本語学校校長のシャ
ム・バハドゥル・ダンゴル氏（※２）の協力を得て、
1999年7月にデウラリ村のドゥデスワリドゥルガ小
学校周辺に 700 本の植樹を行ったのが現在の植樹活
動の始まりです。 


